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広報

美しい自然に抱かれ、昔と今が共生するまち　「葛城」

ひとり親家庭等医療費助成制度
　父子家庭の父子にも保険診療自己負担金の医療費の一部が助成されます。

熱中症にご注意を!
　熱中症になる方が増えています。こまめな水分補給が大切です。

表紙　葛城市チャリティー納涼花火大会（南藤井）
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　相撲館で「けはや法要」（主催：葛城市観光
協会）が行われました。当日は、「現役力士安
全祈願並びに物故力士追善法要」がけはや塚で
営まれました。法要終了後、「第 6 回葛城市ワ
ンパク相撲大会」が開催され、市内から 35 名
の児童が参加し熱戦が繰り広げられました。
　また、園児による相撲体験も同時に開催され
会場を盛り上げていました。
　蜂谷緑さん（岩手県）による相撲字の実演、
けはや相撲甚句会による相撲甚句の披露など多
くの催しもあり、子どもたちの歓声が会場内に
響きわたっていました。
　相撲大会の結果は以下の通りです。（敬称略）

小学校１・２年の部
優　勝　永座　壯亮（兵家）
準優勝　石﨑　翔太（竹内）
第３位　石﨑　裕真（竹内）

小学校３・４年の部
優　勝　永座　亨祐（兵家）
準優勝　原田圭太朗（兵家）
第３位　葛本　大志（當麻）

小学校５・６年の部
優　勝　植田　睦（當麻）

子どもたちが相撲で熱戦！
はや法要　7 月 9日け

　本校では、生徒会を中心にボランティア活動
に取り組んでいます。その一環として、7 月 8
日は當麻幼稚園、13 日は磐城幼稚園の夕涼み
会にボランティアとして参加しました。
　今年は生徒会副会長の校内放送や学級委員の
呼びかけで 92 名もの参加申し込みがあり、最
後は 3 年生を優先して参加者を決めました。
　当日はカレーの配膳など食事の世話、スーパ
ーボールすくい他模擬店の手伝いをしました。
磐城幼稚園では途中で木戸池のカッパも加わり、
一緒に遊んだり手伝ったり…。生徒は久しぶり
の幼稚園を懐かしむとともに、園児とのふれあ
いを大いに楽しみました。今後の運動会やお楽
しみ土曜日のボランティアも楽しみです。

葛城っ子スペシャル・ショット
「生徒会ボランティア活動で、

幼稚園の夕涼み会に参加！」
葛城市立白鳳中学校
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　６月 16 日、新庄小学校において、かつらぎ
菜の花プロジェクトと環境課による環境学習が
行われました。
　「かつらぎ菜の花プロジェクト」が、昨秋種
まきをし栽培した菜の花がタネをつけ、それを
刈り取ったものを学校に持ち込みました。
　まず、４年生の全児童は、菜の花の上を素足
で踏み歩き、その後、床にたたくといった昔な
がらのたね落としの体験をしました。
　その後、とうみをかけました。とうみからさ
やと種が選別されて出てくる様子を、児童たち
は感心してみていました。その選別したナタネ
を炒

い
って、搾油機にかけ、油を絞りました。プ

ーンとナタネの香ばしい香りが体育館に漂い、
搾油機から油と油かすが別のところから同時に
出てくる様子を間近に見て、児童たちは、不思
議な感じで見入っていました。
　菜の花は、稲作の裏作となり、土地を有効に
利用できます。また、黄色の花は景観としても
きれいな花です。実は、搾油し、食べることが
でき、また、その油かすは、良いたい肥となり
ます。
　このように、循環型利用を象徴する菜の花を
通して、使える資源は有効に利用し、ごみを出
来るだけ減らすといったバイオマスタウンの話
を、児童たちは真剣に聞いていました。

菜の花プロジェクト
境学習でナタネ油を作ったよ環

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

　7 月 12 日は當麻幼稚園、15 日は磐城幼稚
園で、４・5 歳児の子どもたちを対象に健康づ
くり教室が行われました。
　今回は、｢( 食品の ) ３つの色のお約束｣ とい
う手作りの紙芝居を真剣に見た後、食品がどの
色に入るかクイズをしました。子どもたちは目
を輝かせながら大きな声で口々に答えていまし
た。その後はリズムにのりながら野菜元気体操
を踊り、「野菜をいっぱい食べようね」と一緒
に歌っていました。
　健康づくり推進員さんたちは、食事を通して
元気な葛城っ子に育つように幼稚園・保育園を
今後も回っていきます。

健康づくり推進員さんが活動しています
どもの健康づくり教室　子
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市政ニュース

河合亨氏に瑞宝双光章
　元大阪府警察官
として、暴力団対
策課長をはじめ、
泉北警察署長・東
住吉警察署長など
を歴任され、永年

にわたり危険性の高い業務に精励
したことに対し、河合亨氏（當麻）
が、瑞宝双光章を受章されました。
　ここにこの功績を讃え、心から
お祝い申し上げますとともに、今後
益々のご活躍を祈念申し上げます。

椿本九美夫氏に旭日双光章
　元奈良県歯科医
師会副会長として
永年にわたり、豊
富な知識と経験を
活かし、地域の医
療行政進展に貢献

したことに対し、椿本九美夫氏（長
尾）が、旭日双光章を受章されま
した。
　ここにこの功績を讃え、心から
お祝い申し上げますとともに、今後
益々のご活躍を祈念申し上げます。

谷川允祥氏に瑞宝小綬章
　元大阪地方裁判
所刑事首席書記官
として、永年にわ
たり裁判所の事務
の効率化を図り、
その高い事務能力

を発揮されたことに対し、谷川允
祥氏（長尾）が、瑞宝小綬章を受
章されました。
　ここにこの功績を讃え、心から
お祝い申し上げますとともに、今後
益々のご活躍を祈念申し上げます。

厚生労働大臣表彰

　永年にわたり民生委員・児童委員として、地域福
祉の向上に多大な功績を残され、昨年 11 月末で退
任されました山下千津子氏（今在家：写真左）、山
本弘一氏（當麻：写真中央）、藏堀滋子氏（北花内：
写真右）の 3 名が、この度厚生労働大臣特別表彰を
受賞されました。
　山下氏は昭和 61 年より 24 年間、山本氏および藏
堀氏は平成元年より 21 年間、民生委員・児童委員と
して、地域住民のよき相談相手として、さらに困っ
ている人たちの頼もしい支援者として誰からも親し
まれる優しい人柄で活躍されていました。
　ここに、この功績を讃えますとともに、今後もさ
らなる地域福祉の向上のための後身への指導にご期
待申し上げます。

新しい農業委員が決まりました
～3年間の活躍に期待します～

　7 月 19 日をもって任期満了となった葛城市農業
委員は、このたび新しく次の 26 名の方が委員とし
て当選および選任されました。農業・農村を取り巻
く厳しい環境のもとで、今後 3 年間葛城市の農業振
興のために、皆さまのご活躍を期待します。（敬称略）
藤井　康之亮（葛木）
河合　宏文 （寺口）
杉村　宏 （中戸）
西川　弥三郎（中戸）
吉田　恒弘 （疋田）
岡本　雅照 （西室）
川本　善之 （東室）
生野　泰雄 （柿本）
堀川　雅由 （笛堂）
吉川　昭裕 （北花内）
木谷　富一 （忍海）
安川　孝 （薑）
馬林　信弘 （南花内）

川合　宏幸 （山田）
髙松　弘 （山口）
覀川　繁二 （脇田）
吉村　茂樹 （南今市）
西川　吉昭 （太田）
山本　喜章 （兵家）
河村　惠由 （竹内）
澤田　克己 （木戸）
木村　惠勇 （大畑）
安川　澄良 （當麻）
山下　貞男 （今在家）
田中　秀雄 （新在家）
岡　　繁延 （加守）

第 62 回奈良県民体育大会
　
　7 月 3 日、10 日の両日、第 62 回奈良県民体育
大会が開催され、県内各地で多数の競技が実施され
ました。
　相撲（市郡対抗中学生の部）および少林寺拳法（2
段の部ペア）では本市代表が見事優勝されました。
　今後のより一層の活躍をご期待いたします。

市民女子バレーボール大会
　
　6 月 26 日、當麻スポーツセンター総合体育館で、
平成 23 年度女子バレーボール大会が開催されまし
た。今年度は 9 チームが参加され、予選リーグ・
決勝トーナメントと白熱した試合が行われました。
　結果は次のとおりです。
　　優　勝　新庄中学校ＰＴＡ（Ｂ）チーム
　　準優勝　當麻小学校ＰＴＡ（Ａ）チーム
　　第３位　磐城小学校ＰＴＡチーム
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平成 23年 8月 1日から現行の「母子医療費助成制度」が父子家庭にも
拡大され、「ひとり親家庭等医療費助成制度」に名称変更します。

医 療

　対象者
①父子家庭の父と 18 歳未満の児童
②父母のない児童のうち 18 歳未満の児童
③配偶者のない男子または婚姻をしたことの
　ない男子で②の児童を養育する方と児童
※ 18 歳未満の児童には、18 歳に達した日
　から最初の3月31日までの間も含まれます。

　助成の内容
　保険診療の自己負担金が助成の対象ですの
で、次のものは助成できません。
○保険適用外の医療費（差額ベッド・健康診
　断・予防注射・薬の容器代等）
○入院時の食事代

　助成額
　助成額は、医療機関（レセプト）ごとに 1
か月の保険診療自己負担金から定額一部負担
金を除いた額になります。　　　　　　　　
　※定額一部負担金とは
　＜通院＞　１医療機関　1 か月 500 円
　＜入院＞　１医療機関　1 か月 1,000 円
　　　　　　（14 日未満の入院は 500 円）
　＜薬剤＞　定額一部負担金なし

　申請に必要な物
□健康保険証（助成対象者）
□印鑑
□振込口座の預金通帳
□父子であることが確認できる書類
　（戸籍謄本等）
□受給者と扶養義務者の平成 23 年度課税証
　明書もしくは非課税証明書
　（平成 23 年 1 月 1 日現在、葛城市に住民
　登録がない人のみ）

　申請時期
　8 月 1 日から 9 月 30 日までに申請した
場合は、8 月 1 日からの医療費が助成の対
象となります。

※ 10月 1日以降に申請した場合は、申請日
　以降の医療費が助成の対象となります。

▼詳しくは、保険課まで

　ひとり親家庭の親子等の健康保持・増進のため、これまでの母子家庭の母子と同様に、
父子家庭の父子についても、保険診療自己負担金の医療費の一部が助成されます。
　対象となる父子家庭の方は申請してください。
※現在、「母子医療費助成制度」を受給されている方は申請する必要はありません。

保 険

○国民健康保険高齢受給者証
　（以下、高齢受給者証）
　高齢受給者証は毎年８月１日に更新されま
す。８月からお使いいただく新しい高齢受給
者証は、７月下旬に普通郵便にて郵送してお
ります。新しい高齢受給者証が届いていない
方は、保険課までお問い合わせください。

○後期高齢者医療被保険者証
　（以下、保険証）
　保険証は毎年８月１日に更新されます。８
月からお使いいただく新しい保険証は、７月
下旬に簡易書留にて郵送しております。新し
い保険証が届いていない方は、保険課までお
問い合わせください。

　　　　　 　　　　　

市
政
ニ
ュ
ー
ス
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児
童
扶
養
手
当
制
度

福 祉
　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど

で
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ

と
り
親
家
庭
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の

促
進
に
役
立
て
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

　
次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

子
ど
も
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
）
に
つ
い
て
、

母
ま
た
は
父
が
そ
の
子
ど
も
の
面
倒
を
み

て
い
て
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
に

支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件

手
当
額
（
月
額
）

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

手
当
の
支
給
月

※
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
制
限
額
を
超

　

過
し
た
年
度
は
、
一
部
支
給
停
止
ま
た

　

は
全
部
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

　手当の支給月

支払期 12 月期 4 月期 8 月期

支払日 12 月 11 日 4 月 11 日 8 月 11 日

支給対象月 8 ～ 11 月分 12 ～ 3 月分 4 ～ 7 月分

※支払日が土・日・祝日にあたるときは、その直前の金
　融機関の営業日となります。

▼
詳
し
く
は
、
子
育
て
福
祉
課
ま
で

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

福 祉
　
毎
年
８
月
に
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

の
方
は
「
現
況
届
」、
特
別
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
の
方
は
「
所
得
状
況
届
」
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
受
給
者
の
皆
さ
ま
に
は
案
内
通
知
を
送

付
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
の
方
は
8
月
1
日
か
ら
31
日
ま

で
（
土
・
日
を
除
く
。）、
特
別
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
の
方
は
8
月
11
日
か
ら
９
月

12
日
ま
で
（
土
・
日
を
除
く
。）
に
必
ず

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
全
額
支
給
停
止
に
な
っ
て
い

る
方
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。（
た
だ
し
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
2
年
続
け
て
支
給

停
止
と
な
る
方
は
、
提
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

※
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
8
月
分
以
降
の

　

手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

　

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
2
年
間
手
続
き

　

を
さ
れ
な
い
と
受
給
資
格
が
な
く
な
り

　

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
申
請
時
期
に

あ
わ
せ
て
、
奈
良
県
ス
マ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

の
就
業
相
談
員
に
よ
る
巡
回
就
業
相
談
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
就
業
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
相

談
日
の
２
日
前
ま
で
に
子
育
て
福
祉
課
へ

予
約
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

巡
回
就
業
相
談
日

　
８
月
５
日
・
12
日
・
26
日
㈮
【
予
約
制
】

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所　
5
日　
當
麻
庁
舎
３
０
１
会
議
室

　
12
・
26
日　
當
麻
庁
舎
市
民
相
談
室

予
約
・
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
福
祉
課

母
子
家
庭
等
の
巡
回
就
業
相
談

□
申
請
者
と
該
当
す
る
子
ど
も
の
戸
籍
謄
本

□
申
請
者
の
普
通
預
金
通
帳

□
印
鑑

□
そ
の
他
（
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い

　
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。）

　
手
当
は
認
定
さ
れ
る
と
、
請
求
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
払
い
は
定
時
払
い
と
し
て
年
３
回
（
12

月
期
、
４
月
期
、
８
月
期
）、
請
求
者
の

指
定
し
た
金
融
機
関
の
口
座
へ
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

子ども 1人の場合

全部支給 41,550 円

一部支給 9,810 円～　
41,540 円

子ども 2人以上の加算額

2 人目 5,000 円

3 人目以降、1 人につき 3,000 円

※個々の手当額は、子どもの人数や受給資格者
　等の所得等により決定します。

①父母が婚姻を解消した子ども

②父または母が死亡した子ども

③父または母が一定程度の障害の
　状態にある子ども

④父または母の生死が明らかでな
　い子ども

⑤その他（父または母が１年以上
　遺棄している子ども・父または
　母が１年以上拘禁されている子
　ども・婚姻によらないで懐胎し
　た子どもなど）
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子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

市
政
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
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市
政
ニ
ュ
ー
ス

全
国
一
斉

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

相 談高
齢
者
や
障
害
者
の

人
権
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　
皆
さ
ん
の
周
り
で
高
齢
者
や
障
害
者
に

対
す
る
い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
虐
待
な

ど
の
人
権
侵
害
が
起
き
て
い
る
の
で
は
…

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
左
記

の
要
領
で
、
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
毎
日

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

期
間　
9
月
5
日
㈪
〜
11
日
㈰
の
7
日
間

時
間　
平
日
（
５
～
９
日
）

　
　
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

　
　
　
土
・
日
曜
（
10
・
11
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

相
談
員　
奈
良
地
方
法
務
局
職
員
お
よ
び

　
奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
絡
会
人
権
擁

　
護
委
員

○
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

○
相
談
は
無
料
で
す

　
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

【
☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０
】

　
（
電
話
は
お
か
け
に
な
っ
た
場
所
の
最

　
寄
り
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
に
つ
な

　
が
り
ま
す
）

▼
人
権
政
策
課

　
葛
城
市
で
は
、
県
内
全
市
町
村
と
共
同

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
左
記

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス

　
公
共
施
設
の
空
き
状
況
照
会
や
予
約
申

込
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

※
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予

　

約
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

　
各
種
申
請
・
届
出
、
講
座
・
イ
ベ
ン
ト

申
込
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ア
ク
セ
ス
は
こ
ち
ら

パ
ソ
コ
ン

http://w
w

w
.egov-nara.jp/e-kotonara/

携
帯
電
話

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
二
次
元
バ
ー
コ
ー

　
ド
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
「
ｅ
古
都
な
ら
」
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

▼施設予約

▼電子申請

▼
情
報
推
進
課

ご
存
知
で
す
か
？

「
ｅ
古
都
な
ら
」

市 政

熱 中 症 に ご 注 意 を ！
　夏も本格化し、日射しの強い暑い日が続
いており、熱中症を発症する危険性の高い
日が続くと考えられます。
　屋外での作業やスポーツを行う際には、
体調管理に十分注意を払い、こまめな水分
補給を心掛けましょう。高齢者の方は、脱
水状態に陥ってもご自身では気付きにくく、
また、回復もしにくいことから、特に注意
が必要です。
　また、熱中症は屋内でも室温や湿度が高
いと発症する場合があります。昨年に続き今
年も、閉めきった室内において熱中症でお
亡くなりになるケースが報道されています。
　さらに今年は、東日本大震災の影響で職
場や家庭での節電が求められていることか
ら、クーラー等の使用を控える場合が多く
なると考えられます。節電のための空調機
器の調節は、ご自身や周囲の方の体調を考
慮した上で行うようにしてください。
　熱中症は、生命にかかわる病気ですが、
予防法を知っていれば防ぐことが可能です。
熱中症予防のために、右記の点に心掛けま
しょう。

１．体調を整える
　睡眠不足や風邪などで体調の悪いときは、熱中症に陥り
やすいので、暑い日中の外出やスポーツは控えましょう。

２．こまめな水分補給
　のどが渇いていなくても定期的に水分を補給しましょう。
　汗とともに流れ出た塩分（ナトリウム）を補給するため
に、濃度 0.1 ～ 0.2 パーセント程度の塩水（1ℓの水に 1
～ 2g の食塩）またはスポーツドリンクを飲むのがおすす
めです。
　また、高齢者は脱水状態が続いても、のどの渇きが起こ
りにくくなっています。さらに、一度脱水状態に陥ると回
復しにくいことも報告されています。

３．服装に注意
　通気性に優れ、汗を蒸発させやすいものを着用し、外出
時には帽子や日傘を使用しましょう。

４．室内でも注意が必要
　室内でも熱中症は発症します。直射日光が室内に入らな
いように、すだれやカーテンを利用して、室内温度が上が
らないように注意しましょう。

葛城市ホームページでも熱中症に関する情報を掲載しています。
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イベント・募集

廃
食
油
か
ら
で
き
た

エ
コ
・
キ
ャ
ン
ド
ル
を
使
っ
て
み
よ
う

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
集
い
」

環 境

　
先
月
に
実
施
し
た
「
廃

食
油
を
使
っ
た
エ
コ
・
キ

ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
」
で
は
、

ス
テ
キ
な
作
品
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
月
は
、
資
源
の
循
環
利
用
を
目
指
す

環
境
課
と
、
か
つ
ら
ぎ
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
集

い
」
を
行
い
ま
す
。

　
普
段
、
当
然
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
電

気
を
消
し
て
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り
の
中

で
過
ご
す
夜
も
素
敵
で
す
よ
。

　
夏
休
み
の
夕
涼
み
が
て
ら
、
ス
ロ
ー
な

夜
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
程　
8
月
20
日
㈯

　
　
　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

場
所　
當
麻
83
―
1

　
　
　
當
麻
農
村
広
場
（
當
麻
庁
舎
前
）

内
容　
○
参
加
者
全
員
で
、
キ
ャ
ン
ド
ル

　
　
　
　
ナ
イ
ト
の
ス
テ
ー
ジ
作
り

　
　
　
○
灯
り
に
ま
つ
わ
る
紙
芝
居

　
　
　
○
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の

　
　
　
　
弾
き
歌
い
ラ
イ
ブ

▼
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

　

葛
城
市
相
撲
館
「
け
は
や
座
」
で
は
、

相
撲
発
祥
の
地
に
ち
な
み
、
毎
年
夏
休
み

期
間
中
に
『
相
撲
体
験
入
門
』
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
実
際
の
土
俵
を
使
っ
て
相
撲

に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
8
月
18
日
㈭
〜
22
日
㈪

　
　
　
午
後
3
時
30
分
〜
5
時

場
所　
相
撲
館
「
け
は
や
座
」

対
象　
原
則
と
し
て
市
内
在
住
の
小
学
生

　
以
下
で
期
間
内
に
3
日
以
上
参
加
で
き

　
る
方

募
集
人
数　
20
名
程
度

　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費　
無
料

※
保
険
代
は
実
費
負
担

そ
の
他　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
相
撲
館
【
☎
（
48
）
４
６
１
１
】

　
ま
た
は

　
商
工
観
光
課

催 し相
撲
体
験
入
門

本
物
の
土
俵
の
上
で
、
お
す
も
う
さ
ん
気
分

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
相
撲
甚
句
の
日
」

　

相
撲
館
で
は
、
毎
月
第
1
日
曜
日
に

「
け
は
や
相
撲
甚
句
会
」（
吉
村
元
延
会
長
）

に
よ
る
相
撲
甚
句
の
公
開
練
習
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
８
月
は
、
新
日
本
相
撲
甚
句
会
西
部
地

区
の
交
流
会
が
行
わ
れ
、
相
撲
太
鼓
の
披

露
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時　
8
月
7
日
㈰

　
　
　
午
後
１
時
〜

場
所　
相
撲
館
「
け
は
や
座
」

入
場
料　
大
人
（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　
３
０
０
円

　
　
　
　
子
ど
も
（
小
・
中
学
生
）

　
　
　
　
　
１
５
０
円

問
い
合
わ
せ

　
相
撲
館
【
☎
（
48
）
４
６
１
１
】

二
上
山
ふ
る
さ
と
公
園

in
「
森
の
学
校
」

催 し日
時

　
8
月
20
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

場
所

　
二
上
山
ふ
る
さ
と
公
園
内

　
（
受
付
テ
ン
ト
、
案
内
表
示
有
り
）

内
容

　
①
パ
ネ
ル
ク
イ
ズ

　
②
木
工
ク
ラ
フ
ト
（
随
時
受
付
）

　
③
自
然
観
察
会
（
午
前
と
午
後
の
2
回

　
　
実
施
／
所
要
時
間
約
1
時
間
）

参
加
料　
無
料

交
通
案
内

　
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た
め
、

　
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

最
寄
り
駅

　
近
鉄
南
大
阪
線
二
上
神
社
口　
下
車

　
徒
歩
10
分

問
い
合
わ
せ

　
奈
良
県
中
部
農
林
振
興
事
務
所

【
☎
０
７
４
５
（
22
）
１
７
０
１
】

甚
句
交
流
会

八
月
場
所
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ニ
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ニ
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・
募
集

ま
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ニ
ュ
ー
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イ
ベ
ン
ト
・
募
集

葛
城
市
敬
老
会

催 し
　
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
方
々
の
多
年

に
わ
た
る
社
会
へ
の
貢
献
に
対
し
、
そ
の

労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
長
寿
の
お
祝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
対
象
の
方
々
に
は
、
事
前
に
案
内
通
知

書
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
9
月
19
日
（
月
・
敬
老
の
日
）

　
午
前
の
部
（
當
麻
地
区
）

　
　
受
付　
午
前
9
時
30
分

　
　
開
会　
午
前
10
時

　
午
後
の
部
（
新
庄
地
区
）

　
　
受
付　
午
後
1
時
30
分

　
　
開
会　
午
後
2
時　

場
所　
新
庄
文
化
会
館（
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
）

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
○
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
団
（
大
衆
演
劇
）　

　
○
車　
恩
心
（
歌
謡
シ
ョ
ー
）
ほ
か

▼
詳
し
く
は
、
長
寿
福
祉
課
ま
で

　
葛
城
市
で
は
、
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方
で
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
な
い
人
を
対
象
と
し
た
「
は
つ
ら
つ

健
康
教
室
」
を
開
講
し
ま
す
。
み
ん
な
で

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、
体
力
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

内
容　
簡
単
な
体
操
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

　
グ
を
中
心
と
し
た
運
動
を
行
い
、
運
動

　
不
足
の
解
消
と
筋
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

　
ま
す
。

場
所　
ウ
ェ
ル
ネ
ス
新
庄

期
間

　
前
期　
9
月
6
日
㈫
～

　
　
　
　
11
月
22
日
㈫

　
　
　
　
　
計
12
回

　
後
期　
平
成
24
年
1
月
10
日
㈫
～

　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
27
日
㈫

　
　
　
　
　
計
12
回

　
　
　
　
各
期　
毎
週
火
曜
日

時
間　
午
前
9
時
30
分
〜
午
前
10
時
45
分

費
用　
３
０
０
０
円（
３
か
月
分
を
前
納
）

定
員　
各
期
15
名
程
度
（
先
着
順
）

※
初
め
て
受
け
ら
れ
る
方
が
優
先
と
な
り

　
ま
す
。

申
込
先　
長
寿
福
祉
課

あ
な
た
も
体
力
づ
く
り
で
爽
や
か
な
汗

を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

は
つ
ら
つ
健
康
教
室

福 祉

▼
詳
し
く
は
、
長
寿
福
祉
課
ま
で

第
39
回
奈
良
県
心
身
障
害

者
作
品
展
の
作
品
募
集

催 し対
象

　
市
内
在
住
の
心
身
障
害
者
（
児
）
の
方

種
目　
6
種
目

　
絵
画
／
写
真
／
書
道
／
工
芸
／
手
芸
／

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
タ
イ
プ
ア
ー
ト

出
品
点
数　
種
目
、
個
人
作
品
、
合
同
作

　
品
を
問
わ
ず
1
人
1
点

出
品
規
格

　
縦
1.2
ｍ
、
横
1.8
ｍ
、
奥
ゆ
き
1.5
ｍ
以
内

　
（
額
装
、枠
張
り
、装
飾
、設
備
等
を
含
む
）

期
間　
12
月
3
日
㈯
～
8
日
㈭

※
た
だ
し
、
12
月
５
日
㈪
は
休
館

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
た
だ
し
、
12
月
8
日
㈭
は
正
午
ま
で

場
所　
奈
良
県
文
化
会
館
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

　
　
　
お
よ
び
特
別
展
示
室

　
　
　
（
奈
良
市
登
大
路
町
6
―
2
）

申
込
締
切　
9
月
16
日
㈮

※
作
品
提
出
期
限
は
11
月
18
日
㈮

申
込
先　
社
会
福
祉
課

★
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
県
の
作
品

　

展
終
了
後
、
市
役
所
で
も
展
示
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
サ
ロ
ン
の
開
催

み
ん
な
で
集
ま
り
ま
し
ょ
う

福 祉
　

中
和
地
区
3
市
1
町
（
大
和
高
田
市
、

香
芝
市
、
葛
城
市
、
広
陵
町
）
障
が
い
者

自
立
支
援
協
議
会
・
生
活
支
援
部
会
主
催

で
、
地
域
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　
障
が
い
が
あ
る
方
の
い
る
家
族
の
中
に

は
、
不
安
を
抱
え
込
み
、
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
知
る
機
会
が
あ
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
回
、「
み
ん
な
で
気
軽
に
集
ま
れ
る

場
所
」
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
の

で
、
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
ど
う
ぞ
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

日
時　
8
月
25
日
㈭　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
大
和
高
田
市
総
合
福
祉
会
館

　
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

　
（
大
和
高
田
市
大
字
池
田
４
１
８
―
１
）

　
【
☎
０
７
４
５
（
23
）
０
７
８
９
】

対
象
者　
知
的
・
身
体
・
発
達
障
が
い
の

　
あ
る
方
の
い
る
家
族
の
方

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
8
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま

　
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
生
活
支
援
部
会
事
務
局

　
　
　
　
ど
ん
ぐ
り
（
担
当
：
中
村
）

　
【
☎
０
７
４
５
（
78
）
５
５
９
９
】

　
【
FAX
０
７
４
５
（
78
）
６
１
８
２
】

▼
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
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「
人
権
教
育
地
区
別
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

人 権
　
葛
城
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
（
葛
城

市
人
推
協
）
は
葛
城
市
人
権
問
題
啓
発
活

動
推
進
本
部
と
葛
城
市
教
育
委
員
会
と
の

共
催
で
、
葛
城
市
が
誕
生
し
て
以
来
、
第

1
期
と
第
２
期
の
「
人
権
教
育
地
区
別
懇

談
会
」（
以
下
、
地
区
懇
）
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
本
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
第
３
期
の
「
地
区
懇
」
を
22
地
区
で

開
催
し
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
地
区
懇
」
の
目
的

　
困
っ
た
と
き
に
は
、
お
互
い
に
助
け
合

い
、
支
え
合
う
こ
と
の
で
き
る
地
域
、
誰

も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
言
え
る
地
域
、

そ
う
い
う
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
「
人
権
」
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

第
３
期
の
テ
ー
マ
「
何
か
気
に
な
る
？
」

　
私
た
ち
の
周
辺
で
起
こ
る
人
権
に
関
す

る
問
題
点
を
、
パ
ネ
ル
を
見
な
が
ら
考
え
、

話
し
合
い
ま
す
。

地
区
懇
の
手
法

①
開
会
（
区
長
さ
ん
の
挨
拶
）

②
趣
旨
説
明

③
小
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
（
司
会
者

　
か
ら
の
問
題
提
起
・
話
し
合
い
）

④
講
師
よ
り
指
導
・
助
言

⑤
閉
会
（
主
催
者
の
御
礼
）

開
催
期
間
は
8
月
か
ら
11
月

　
8
月
の
開
催
地
区
は
左
記
の
通
り
で
す
。

9
月
以
降
の
開
催
地
区
は
追
っ
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

地　区 開催日 時　間 場　所
新在家 8月 6日㈯ 19:30 新在家分館
當　麻 8月 7日㈰ 16:00 當麻地区公民館
木　戸 8月 7日㈰ 19:00 木戸集落センター
山　口 8月 20日㈯ 19:30 山口コミュニティセンター
東　室 8月 20日㈯ 19:30 東室コミュニティセンター
今在家 8月 20日㈯ 19:30 今在家分館
笛　吹 8月 21日㈰ 19:30 笛吹集会所
脇　田 8月 28日㈰ 20:00 脇田分館

▼
詳
し
く
は
、
人
権
政
策
課
ま
で

広　告
（広告掲載のお問い合わせは企画政策課まで）

毎月 11 日は人権を確かめあう日です
奈良県市町村人権・同和問題啓発活動推進本部　葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

蓮花ちゃんもエコ・スタイル！

イベント・募集
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住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
な
ら
プ
ラ
ス

平
成
23
年
度
受
付
中

くらし
　
奈
良
県
で
は
「
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
な

ら
プ
ラ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
県
民
の
生
活
環
境
の
改
善

や
経
済
活
性
化
の
た
め
、
奈
良
県
産
材
を

活
用
し
た
木
造
住
宅
の
新
築
工
事
や
景
観

に
配
慮
し
た
外
壁
・
屋
根
改
修
、
一
般
改

修
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し
、
国

の
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
対
象
工
事
と
同
等

の
工
事
を
さ
れ
た
方
に
、
奈
良
県
の
商
品

券
に
よ
り
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
奈
良

県
住
宅
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
次
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
【http://w

w
w

.pref.nara.jp/
dd_aspx_m

enuid-17989.htm

】

新
築
住
宅

　
奈
良
県
林
業
振
興
課　

【
☎
０
７
４
２
（
27
）
７
４
７
０
】

リ
フ
ォ
ー
ム

　
奈
良
県
住
宅
課

【
☎
０
７
４
２
（
27
）
７
５
４
０
】

日
時

　
受
験
講
習
（
希
望
者
の
み
）

　
　
11
月
1
日
㈫　
午
後
１
時
～
４
時

　
試
験

　
　
11
月
8
日
㈫　
午
後
２
時
～
４
時

場
所

　
受
験
講
習
お
よ
び
試
験

　
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル（
橿
原
市
小
房
町
）

手
数
料

　
受
験
講
習
受
講
手
数
料　
３
０
０
０
円

　
別
途
講
習
用
テ
キ
ス
ト　
２
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
問
題
集　
２
０
０
０
円

　
　
　
試
験
受
験
手
数
料　
６
５
０
０
円

申
込

　
受
付
期
間　
8
月
22
日
㈪
～

　
　
　
　
　
　
9
月
2
日
㈮

　
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
土
・
日
お
よ
び
郵
送
に
よ
る
受
付
不
可
）

申
込
先　
上
下
水
道
部
下
水
道
課　
　
　

　
　
　
　
竹
内
１
０
８
３
（
持
参
の
み
）

※
新
庄
庁
舎
／
當
麻
庁
舎
で
の
受
付
は
で

　

き
ま
せ
ん
。
申
込
書
類
は
、
下
水
道
課

　

に
あ
り
ま
す
。

▼
下
水
道
課

奈
良
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
資
格
認
定
共
通
試
験
・
受
験
講
習

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

くらし公
共
汚
水
ま
す

現
地
調
査
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
適
正
に
下
水
道
の
維
持
管
理

を
行
う
た
め
、
市
が
発
行
し
た
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
各
家
庭
お
よ
び

事
業
所
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
公
共
汚

水
ま
す
の
機
能
確
認
の
現
地
調
査（
無
料
）

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
期
間
は
、
平
成
23
年
8
月
下
旬
か
ら
平

成
24
年
3
月
下
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私設ます

官民境界

公共汚水ます

取付管 汚水本管

公共下水道排水設備
市が管理する部分個人が管理をする部分

調査箇所

下
水
道
の
日

　
親
子
で
施
設
見
学

〜
下
水
道
っ
て
な
あ
に
〜

催 し
　
９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す
。

県
内
の
4
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
下
水
道
施
設

の
見
学
会
と
楽
し
い
無
料
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　
9
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
　
　
（
受
付
は
、
午
後
3
時
ま
で
）

浄
化
セ
ン
タ
ー
（
大
和
郡
山
市
）

【
☎
０
７
４
３
（
56
）
２
８
３
０
】

　
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、

　
わ
た
あ
め
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
コ
ー
ナ
ー

第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
広
陵
町
）

【
☎
０
７
４
５
（
56
）
３
４
０
０
】

　
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ミ
ニ
コ

　
ン
サ
ー
ト
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り

※
宇
陀
川
、
吉
野
川
の
イ
ベ
ン
ト
は
日
曜
の
み

宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
宇
陀
市
）

【
☎
０
７
４
５
（
82
）
５
７
２
５
】

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
大
会
、
金
魚
す
く

　
い
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
コ
ー
ナ
ー

吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
五
條
市
）

【
☎
０
７
４
７
（
22
）
８
６
３
１
】

　
ド
ク
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
体
験
、
ス
ー
パ
ー
ボ

　
ー
ル
す
く
い

※
当
日
現
地
に
て
申
込
み
を
受
付
し
ま
す
。

　
（
団
体
の
場
合
は
前
日
ま
で
に
）

▼
詳
し
く
は
、
各
浄
化
セ
ン
タ
ー
ま
で

イ
ベ
ン
ト
・
募
集
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新炉建設準備室
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ル ー ト 図（案）

新クリーンセンター建設地

施工区間

工事用進入路の工事が始まります
　この道路は、10 月から予定しております
當麻クリーンセンターの解体工事並びに、新
クリーンセンター建設用の進入道路です。概
要については、下記のとおりです。なお、新
クリーンセンター完成後は、改良し、市道と
して利用する予定です。

工事期間　8 月上旬から約 4 か月間
場　　所　當麻瓦堂池西側山林
工事延長　約 250 ｍ
　工事期間中は何かとご迷惑をおかけいたし
ますが、ご理解とご協力をよろしくお願いし
ます。　　　　　　　　　 ▼新炉建設準備室

くらし

　廃棄物の野焼きは、廃棄物の処理及び清掃に関
する法律で禁止され、罰則規定も設けられていま
す。家庭や事業所から出るごみは、正しく分別し、
適正に処理を行い、野焼きや簡易焼却炉を使用し
た燃焼はやめましょう。（ドラム缶焼却、ブロック
積み焼却、穴を掘っての焼却も野焼きと同じです。）
　野焼きの煙、すす、悪臭は周囲の人に迷惑をか
けるだけでなく、ダイオキシン類などの有害物質
発生の原因となり、空気の乾燥しやすい時期には、
火災を引き起こす危険性も無視できません。　　

　また、野焼きの例外である農業のための刈草や
稲わらの焼却、地域的慣習による催し、宗教上の
行事に伴う燃焼においても、風向き・燃焼量・時
間帯等にくれぐれも注意して行い、近所に迷惑を
掛けるような行為はやめましょう。 
　なお、焼却行為をされる場合は、消防署へ届出
してください。（届出によって野焼きが合法化さ
れるものではありません。）

▼環境課

廃棄物の野焼きは法律で禁止されています

地域安全ニュース
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地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

▼
▼
１
１
９
コ
ー
ナ
ー
▲
▲

平
成
23
年
６
月
中

平
成
23
年
の
累
計

火
災
：

０
件
火
災
：

１
件

救
急
：
１
３
１
件
救
急
：
７
０
７
件

救
助
：

２
件
救
助
：

９
件

▼
消
防
署
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、

一
般
【
☎
（
69
）
７
１
７
１
】

火
災
案
内
【
☎
（
69
）
９
９
８
８
】

住
宅
用
火
災
警
報
器

つ
け
ま
し
た
か
？

普
通
救
命
講
習
会
のお

知
ら
せ

日
時　
９
月
11
日
㈰

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
當
麻
文
化
会
館
２
階　
大
研
修
室

内
容　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
　
　
（
応
急
手
当
の
重
要
性
、
心
肺
蘇

　
　
　
生
法
、
止
血
法
、
口
腔
内
異
物
除

　
　
　
去
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
〈
自
動
体
外
式
除
細

　
　
　
動
器
〉
の
使
用
方
法
）

受
講
料　
無
料

定
員　
40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
期
間　
８
月
15
日
㈪
〜
９
月
8
日
㈭

問
い
合
わ
せ　
葛
城
市
消
防
署
消
防
課

「
救
急
の
日
」
お
よ
び

「
救
急
医
療
週
間
」

　

９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
。
ま
た
、

９
月
４
日
か
ら
10
日
は
救
急
医
療
週
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
救
急
医
療
お
よ
び
救
急
業

務
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
消
防
署

お
ぼ
え
て
お
き
た
い
6
ヶ
条

①
平
素
か
ら
自
分
達
の
健
康
管
理
に
努

　

め
ま
し
ょ
う
。

②
何
で
も
相
談
で
き
る
掛
か
り
つ
け
の

　

医
師
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

③
急
病
以
外
は
、
診
療
時
間
内
に
受
診

　

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
休
日
の
診
療
所
な
ど
は
事
前
に
確
か

　

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
の
た
め
に
正

　

し
い
応
急
手
当
の
知
識
を
身
に
付
け

　

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑥
救
急
車
の
安
易
な
利
用
は
避
け
ま
し

　

ょ
う
。

8
月
は

電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

　
経
済
産
業
省
で
は
夏
場
に
電
気
事
故
が

多
く
発
生
す
る
た
め
、
毎
年
8
月
を
「
電

気
使
用
安
全
月
間
」
と
定
め
、
電
気
事
故

を
防
ぐ
た
め
の
全
国
的
な
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
い
ま
一
度
、
身
の

ま
わ
り
の
電
気
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

▼
経
済
産
業
省　
　
　
　

㈶
関
西
電
気
保
安
協
会

JA
共
済
か
ら
交
通
安
全
指
導

車
両
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

　
7
月
6
日
、
橿
原
神
宮
養
正
殿
（
橿
原

市
）
に
お
い
て
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組

合
・
奈
良
県
本
部
か
ら
葛
城
市
に
交
通
安

全
指
導
用
車
両
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）
の
寄

贈
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
JA
共
済
が
社
会
貢
献
の
一
環

と
し
て
、
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
展
開
さ
れ
て
い
る
「
地
域
の
安

全
・
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
も
の

で
、
本
年
5
月
に
は
市
消
防
本
部
に
高
規

格
救
急
車
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

交
通
指
導
や
啓
発
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
生
活
安
全
課

　葛城市と葛城市社会福祉協議会では、市民の皆さまのご協
力により災害義援金活動を続けています。
　皆さまからお預かりした義援金は、6 月は 745,925 円で、
計 33,562,329 円になりました。

東日本大震災義援金を受け付けています
義援金はこちらまで

義援金先募金箱設置場所
　新庄庁舎、當麻庁舎ほか計 26 施設
銀行振込口座
　南都銀行新庄支店　普通口座　2048897
名義
　東北地方太平洋沖地震義援金口　葛城市会計管理者

地域安全ニュース
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子育て・健康

▼子育て支援センター
（新庄健康福祉センター内）

【☎（69）5241】
【FAX（69）5301】

★
9
月
22
日
㈭
、
歴
史
博
物
館
あ
か
ね
ホ

　
ー
ル
で
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
開
催
し

　
ま
す
。

※
つ
ど
い
の
広
場
で
は
お
話
を
楽
し
む
日

　
と
童
謡
を
楽
し
む
日
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
施
設
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

★
お
話
を
楽
し
む
日
　
午
前
10
時
30
分
〜

　
9
月
12
日
㈪　
當
麻
文
化
会
館
３
階

　
９
月
14
日
㈬　
當
麻
児
童
館

　
９
月
28
日
㈬　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
童
謡
を
楽
し
む
日
　
午
前
10
時
〜

　
9
月
5
日
㈪　
當
麻
文
化
会
館
３
階

8
月
・
9
月
の
予
定

8
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

9
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

■つどいの広場　
■キンダーランド
■わんぱくルーム
■ひよこルーム

○こあらルーム
　9/12㈪
○らっこルーム
　9/26㈪

■親子ふれあい遊び
　9/22㈭

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た

　
6
月
22
日
、新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー・

栄
養
指
導
室
で
2
歳
児
を
対
象
に
親
子
ク

ッ
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
栄
養
士
の

石
沢
先
生
か
ら
、
子
ど
も
が
食
べ
や
す
い

よ
う
な
食
材
の
工
夫
の
仕
方
や
、
子
ど
も

が
手
伝
っ
て
く
れ
る
時
の
補
助
の
仕
方
を

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
親
子
で
料
理
作
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
手
間
を

惜
し
ま
ず
、
子
ど
も
の
成
長
を
願
い
な
が

ら
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
料
理
作
り
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

※
レ
シ
ピ
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

や
児
童
館
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お家の人とクッキング みんなでいただきます

メ
ニ
ュ
ー
は
…

　
☆
切
干
し
ご
飯

　
☆
か
ぼ
ち
ゃ
の
味
噌
風
味
汁

　
☆
ツ
ナ
の
コ
ロ
ッ
ケ
風

　
☆
人
参
ド
ー
ナ
ッ
ツ

　
8
月
の
つ
ど
い
の
広
場
に
中
学
生
が
遊

び
に
来
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
交
流
会
は
中
学
生
が
乳
幼
児
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
命
の
尊
さ
や
乳
幼
児
へ
の

愛
情
を
感
じ
、
小
さ
い
子
ど
も
を
抱
っ
こ

し
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
楽
し
い
と

思
え
る
よ
う
な
体
験
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
大
き
い
お
兄
ち
ゃ
ん
や

お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？

乳
幼
児
と
中
学
生
のふ

れ
あ
い
交
流

し
っ
か
り
食
べ
て
元
気
な
子
！

○朝食は必ず食べていますか？

○牛乳や乳製品を料理に使っていますか？

○野菜をしっかり食事に取り入れていますか？

○しっかり噛む食材も使っていますか？

○味付けはできるだけ薄くしていますか？

○食事の前にお腹はすいていますか？

○毎日うんちは出ていますか？

☆子どもの食生活を振り返る機会を持ってみては

　いかがでしょうか。
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子
育
て
・
健
康

健 康 増 進 課
インフォメーション

▼健康増進課
（新庄健康福祉センター）

【☎（69）9900】

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接
種

　
〜
も
う
接
種
し
ま
し
た
か
？
〜

　
日
時　
８
月
24
日
㈬

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜

　
　
　
　
午
後
４
時

　
場
所　
當
麻
保
健
セ
ン
タ
ー
前

献
血
の
お
知
ら
せ▼

健
康
増
進
課

　
平
成
23
年
度
の
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接
種
の
対
象
者
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

　　
1
期

　
生
後
12
か
月
～
24
か
月
の
児　

　
（
満
1
歳
児
）

　
2
期

　
平
成
17
年
4
月
2
日
～

　
平
成
18
年
4
月
1
日
生
ま
れ

　
（
い
わ
ゆ
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
年
長
児
）

　
3
期

　
平
成
10
年
4
月
2
日
～

　
平
成
11
年
4
月
1
日
生
ま
れ

　
（
中
学
校
1
年
生
相
当
年
齢
の
者
）

　
4
期　

　
平
成
5
年
4
月
2
日
～

　
平
成
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ　
　

　
（
高
校
3
年
生
相
当
年
齢
の
者
）

　

　
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
す

で
に
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に
接
種

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
新
庄

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
7
年
4
月
1
日
ま
で
の
生
ま
れ
の
方

で
、
修
学
旅
行
や
学
校
行
事
と
し
て
の
研

修
旅
行
で
海
外
へ
渡
航
さ
れ
る
方
は
、
今

年
度
に
お
い
て
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接
種
を
定
期
の
予
防

接
種
と
し
て
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
4
期
の
前
倒
し
）

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
新
庄
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
當
麻
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
・
ヒ
ブ
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
予
防
接
種
の
公
費
助
成

　
昨
年
度
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ

ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
に
対
す
る
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
接
種
に
か
か
る
費
用
の
お
よ
そ
9
割

を
公
費
で
負
担
し
ま
す
。
助
成
の
対
象
と

な
る
年
齢
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

ワクチン種別 対象となる年齢等
（接種日において）

子宮頸がん予防ワクチン 中学 1 年生から
高校 1 年生相当の女性

ヒブワクチン 生後 2 か月以上 5 歳未満

小児用肺炎球菌ワクチン 生後 2 か月以上 5 歳未満

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
当
初
供
給
量
が
十
分
で
な
か
っ
た
た

め
、
当
面
の
間
、
初
回
の
接
種
者
へ
の
接

種
の
差
し
控
え
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
供
給
量
の
確
保
が
で
き
た
と

の
厚
生
労
働
省
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
、

初
回
の
接
種
を
差
し
控
え
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
、
中
学
1
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま

で
の
対
象
者
に
も
接
種
が
再
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
助
成
す
る
回
数
は
年
齢
、
接
種
履
歴
等

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
助
成
制
度
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
接
種
後
の
申
請
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
必
ず

病
院
へ
の
予
約
の
前
に
、
母
子
健
康
手
帳

を
ご
持
参
の
う
え
、
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
當
麻
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
23
年
度
に
お
け
る
助
成
期

限
は
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
申
請
後
は
で
き
る
だ
け
早
期

に
接
種
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



16広報　 　平成 23年 8月号

大衆演劇公演南條隆とスーパー兄弟【夏季企画展】特別公開

『重要文化財 當麻寺縁起絵巻 上巻』

　今回展示する絵巻『上巻』には、葛城の當
麻の地に當麻寺が建立されるまでのようすが
描かれ、詞書は、後

ご な ら
奈良天皇の勅筆。絵は当

代随一の絵師土
と さ

佐光
みつもち

茂により、室町時代に製
作されました。
　貴重な作品であることから、奈良国立博物
館に保管され、一般公開の機会も少ないもの
でしたが、この度、當麻寺のご協力により、
百年ぶりに葛城市に１か月の間の里帰り展が
実現し、歴史博物館で特別公開しています。
　なお、８月の展示では、天武天皇に付き従
った當麻国見が壬申の乱の合戦で大活躍する
場面や、當麻寺に百

く だ ら
済から四天王像が飛来し

てやってくる場面等々、他にも見どころいっ
ぱいの展示となります。ぜひ、この機会に「絵
巻 上巻」をお見逃し無く。
会期　８月 15 日㈪まで
入館料　大人　　　　　200 円
　　　　高校・大学生　100 円
　　　　小・中学生　　  50 円
休館日　毎週火曜日／第２・第４水曜日

【公開講座】

葛城学へのいざない
「大津皇子二上山墓の実態」
日時　9 月 24 日㈯　午後２時〜
講師　上野　勝己　氏
　　　（元太子町立竹内街道歴史資料館館長）
会場　歴史博物館２階　あかねホール
定員　100 名程度（参加無料）
申込　電話もしくは直接窓口にて受付

　歴史博物館
　【☎（64）1414】
　忍海 250―1
　近鉄忍海駅下車すぐ

▼新庄文化会館（マルベリーホール）

8 月 5 日㈮
新庄中学校平和学習
　入　場　関係者のみ
　時　間　9:10 〜
　主催者　新庄中学校
　　　　　【☎（69）3301】
　　　　　　　　　　　　　　　　　
9 月 11 日㈰
カラオケ喫茶酔歌　発表会
　入　場　無料
　時　間　9:30 〜
　主催者　カラオケ喫茶酔歌
　　　　　【☎（69）7721】
　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼當麻文化会館（ホール）

8 月 5 日㈮
白鳳中学校平和学習
　入　場　関係者のみ
　時　間　　　　
　主催者　白鳳中学校
　　　　　【☎（48）2054】
　　　　　　　　　　　　　　　　　
9 月 4 日㈰
ピアノ発表会
　入　場　関係者のみ
　時　間　　　　
　主催者　ポコ　ア　ポコ
　　　　　【☎（48）5789】
　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊都合により一部催し物が変更になる　
　場合があります。ご了承ください。
＊準備､ リハーサルなどでの使用に関　
　しては本表に記載しておりません。
＊詳細は主催者にお問い合わせください。

催
し
物
の
ご
案
内

新庄文化会館　　
【☎（69）4600】
當麻文化会館　　
【☎（48）5000】

出演　指導　南條　隆
　　　座長　龍　　美麗
　　　　　　南條　影虎
　　　一部　人情芝居
　　　二部　豪華絢爛　舞踊ショー
日時　8 月 28 日㈰
開場　午後0時30分　開演　午後1時
公演時間　約 2 時間 30 分
会場　新庄文化会館マルベリーホール
入場料　全席指定（税込）
一　般　800 円（当日 200 円増）
友の会　500 円
　　　　（１会員につき２枚まで）
※未就学児は、入場できません。
チケット発売場所　新庄文化会館
　　　弁天座【☎（22）5689】
主催　葛城市
問い合わせ　新庄文化会館
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文
化
・
教
養

　　   葛城市子どもと楽しむ本の世界 連続講座　第３回　

　「昔話とメディア」～語りえほん・アニメの違いをめぐって～
　日時　９月 11 日㈰　午後２時～３時 30 分　
　講師　竹原　威

たけしげ

滋　先生（奈良教育大学特任教授） 
　語り　村上　郁

かおる

　氏
　　　　（京田辺市立中央図書館おはなしサークル ” がらがらどん ” 主宰）
　場所　新庄図書館学習室
　対象　大人（参加費は無料です）
　申込・問い合わせ　新庄図書館・當麻図書館

　　おはなし会

　場所　新庄図書館　ふれあいルーム
　日時　８月 27 日㈯　午後２時～
　『小さい子のためのプログラム』
　　絵本　サンドイッチ　サンドイッチ

　　タオル人形　くまさんのおでかけ

　　ロール紙芝居　きんぎょがにげた

　　大型絵本　めっきらもっきらどおんどん　　　
　『大きい子のためのプログラム』
　　おはなし　おだんごぱん

　　夏のおたのしみ会

　場所　當麻図書館　研修室
　日時　８月 27 日㈯　午後１時 30 分～
　大型絵本　はらぺこあおむし
　おはなし　こわーいおはなし
　パネルシアター　ふしぎなたまご
　人形劇　三びきのやぎのがらがらどん
　　　

　※おはなしが始まるとへやには入れません。　
　　時間に間に合うようにお越しください。

 新着図書

　【一般書】
　現役サラリーマンの自給自足大作戦
　その英語、ちょっとエラそうです
　帰宅部ボーイズ
　【児童書】
　おばけのバケロン　バレエだいすき！
　世界の終わりと妖精の馬　上・下
　あさです！

新庄図書館　【☎（69）4646】
當麻図書館　【☎（48）6000】
貸出期間／ 2週間（１人 5冊まで）

広　告
（広告掲載のお問い合わせは企画政策課まで）

新着図書はほかにもいろいろあります。ご来館のうえ、ぜひご覧ください。図書館ホームページにも掲載しています。

はたあきひろ　當麻館
デイビッド・セイン　當麻館

はらだみずき　新庄館

もとしたいずみ　當麻館
ケイト・トンプソン　新庄館

いもとようこ　新庄館
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情報コーナー
　
8
月
は
、
市
県
民
税
第
２
期
、
国
民
健

康
保
険
税
第
２
期
の
納
付
月
で
す
。

　
納
期
限
は
8
月
31
日
㈬
で
す
。

　
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
日
ま
で

に
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
収
納
促
進
課
・
税
務
課
・
保
険
課

税
の
納
期
（
普
通
徴
収
）

　
近
年
、
食
を
楽
し
み
、
食
を
大
切
に
す

る
心
を
育
て
る
「
食
育
」
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
食
生
活
の
乱
れ
や
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
偏
り
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
大

切
さ
に
気
づ
く
機
会
と
し
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
施
設　
葛
城
保
健
所
管
内
の
特
定
給

　
食
施
設
・
健
康
な
ら
21
応
援
団
施
設
・

　
ス
ー
パ
ー
等
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
を
開
発
し
、

　
販
売
で
き
る
施
設

要
件　
①
旬
の
食
材
を
使
う

　
　
　
②
栄
養
士
の
相
談
・
指
導
が
入
る

　
　
　
③
コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
、
ヘ
ル
シ

　
　
　
　
ー
弁
当
を
販
売
で
き
る　
ほ
か

霊
苑
の
開
放

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
（
人
工
肛
門
、
人

工
膀
胱
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
）
は
、
い

ろ
い
ろ
な
悩
み
、苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
一
人
で

閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
、
専
門
家
に
相
談
し

て
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所

①
8
月
23
日
㈫　
午
前
９
時
〜
正
午

　
奈
良
市
登
大
路
町
６
―
２

　
奈
良
県
文
化
会
館
１
階　
第
１
会
議
室

②
8
月
27
日
㈯　
午
前
９
時
〜
正
午

　
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
―
11

　
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
2
階　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

相
談
料　
無
料

相
談
員　
専
門
看
護
師
、
支
部
役
員

対
象
者　
県
内
在
住
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

　
　
　
　
（
会
員
で
な
く
て
も
可
）

▼
詳
し
く
は
、

　
㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　
　
奈
良
県
支
部
事
務
局

【
☎
０
７
４
２（
49
）１
８
３
９（
三
田
村
）】

ま
で

ヘ
ル
シ
ー
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト

　
次
の
期
間
、
霊
苑
へ
の
通
路
を
終
日
開

放
し
ま
す
。

　
８
月
11
日
㈭
午
前
８
時
30
分
～

　
８
月
16
日
㈫
午
後
５
時　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
へ
の

個
別
相
談
会
開
催

　
計
量
器
は
、
ど
ん
な
に
優
れ
た
計
量
器

で
も
当
初
の
構
造
や
精
度
を
長
く
保
ち
続

け
る
の
は
困
難
で
、
狂
い
が
生
じ
て
き
ま

す
。
こ
の
た
め
、
計
量
法
で
は
、
物
品
の

売
買
、
取
引
に
使
用
さ
れ
る
計
量
器
の
使

用
者
に
対
し
て
、
2
年
に
1
回
検
査
を
受

け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

受
検
に
際
し
て
計
量
器
の
種
類
、
能
力

に
応
じ
て
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。（
1
台

に
つ
き
５
０
０
円
か
ら
１
８
０
０
円
程
度
）

　
な
お
、
定
期
検
査
を
受
け
な
い
で
使
用

さ
れ
ま
す
と
処
罰
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

計
量
器
の
定
期
検
査

　検査日時および検査場所
検査日 時間 場所

9 月 6 日㈫ 午前 10 時〜
　　　　午後 3 時

運搬が困難な
はかりの所在
場所

9 月 7 日㈬ 午前 10 時〜正午
午後 1 時〜 3 時

新庄庁舎 1 階
市民ホール

9 月 8 日㈭ 午前 10 時〜正午
午後 1 時〜 3 時

當麻庁舎 1 階
市民相談室

応
募
期
日
　

8
月
１
日
㈪
〜
9
月
20
日
㈫

▼
詳
し
く
は
、

　
葛
城
保
健
所
・
母
子
健
康
推
進
係

【
☎
（
22
）
１
７
０
１
】
ま
で

▼
商
工
観
光
課

「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

　
お
忙
し
い
中
、
た
く
さ
ん
の
設
問
に
お

答
え
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ま
だ
返
送
さ
れ
て
い
な
い
方
は
今
か
ら

　

で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
提
出
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

　

い
た
し
ま
す
。

▼
環
境
課

▼
長
寿
福
祉
課

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

定
期
教
室
作
品
展
示
会

　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
定
期
教
室
受
講
生

の
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

出
展
教
室　
園
芸
・
陶
芸
・
俳
句
・

　
　
　
　
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト

日
時　
９
月
16
日
㈮
～
22
日
㈭

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
１
階

▼
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
【
☎
（
69
）
６
７
６
１
】
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● ● ● 今 月 の 無 料 相 談 ● ● ●
相 談 名 月 日 時 間 場 所 問 い 合 わ せ

人権・行政・
心配ごと相談

8 月 11 日 ㈭
9:00 〜 12:00

新庄庁舎 4 階 総務財政課・人権政策課
または
社会福祉協議会【☎（48）3373】

8 月 18 日 ㈭ 忍海集会所
8 月 25 日 ㈭ 當麻文化会館 3 階
＊相談は先着順で、申し込みは不要です。

弁護士による
法律相談

8 月 18 日 ㈭
13:00 〜 16:00

新庄庁舎 4 階
企画政策課

8 月 25 日 ㈭ 當麻文化会館 3 階
＊相談は 1 回 20 分で、予約が必要です。企画政策課へ申し込んでください。

中南和法律相談センター
法律相談

※問い合わせ先に確認してください。 奈良弁護士会
【☎ 0742（22）2035】

＊相談は 1 回 30 分で、予約が必要です。奈良弁護士会へ申し込んでください。

健康相談 8 月 29 日 ㈪ 10:00 〜 11:00 新庄健康福祉センター 健康増進課
＊血圧測定・尿検査など。健康手帳のある方は、お持ちください。

乳幼児健康相談

8 月 1 日 ㈪
10:00 〜 11:00

當麻保健センター
健康増進課8 月 30 日 ㈫ 新庄健康福祉センター

8 月 31 日 ㈬ 新庄健康福祉センター
＊身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談。母子健康手帳をお持ちください。

増改築・耐震相談

8 月 7 日 ㈰ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館 葛城市建築組合
藤井本正明【☎（69）2753】（當麻）
藤井本　弘【☎（69）2877】（新庄）
または都市計画課

8 月 27 日 ㈯ 13:00 〜 17:00 中央公民館
9 月 4 日 ㈰ 9:00 〜 12:00 當麻文化会館
＊増改築や耐震に備えての相談に応じます。

消費生活相談

8 月 1 日 ㈪

10:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

當麻庁舎 1 階

商工観光課
または
御所市役所市民課

【☎ 0745（62）3001】

8 月 8 日 ㈪ 當麻庁舎 1 階
8 月 15 日 ㈪ 當麻庁舎 1 階
8 月 22 日 ㈪ 當麻庁舎 1 階
8 月 29 日 ㈪ 當麻庁舎 1 階
毎 週 木 曜 日 御所市役所
＊「架空請求」や「悪質商法」などの消費生活に関する相談に応じます。

情
報
コ
ー
ナ
ー

今月の
休館・休園日

8 月 9月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

新庄図書館 ※ 休 休 休 休 休 休 休 ※
當麻図書館 ※ 休 休 休 休 休 休 休 ※
新庄文化会館 休 休 休 休 休 休 休
當麻文化会館 休 休 休 休 休 休 休
歴史博物館 休 休 休 休 休 休 休
相撲館 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
當麻スポーツセンター 休 休 休 休 休 休 休
コミュニティセンター 休 休 休 休 休 休 休
中央公民館 休 休 休 休 休 休 休
ふるさと公園 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
葛城山麓公園 休 休 休 休 休 休 休
いきいきセンター 休 休 休 休 休
ゆうあいステーション 休 休 休 休 休

※：職員は出勤していますが、通常業務は行いません。
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 from
 editors

編
　
集
　
後
　
記

thank you for reading... 

一人一人の幸せを
取り戻すための
「福

ふっこう

幸」へ

る
休
日
、
広
島
へ
一

泊
二
日
の
小
旅
行
。

葛
城
市
出
身
の
小
窪
哲
也

選
手
（
広
島
）
を
応
援
す

る
た
め
数
年
ぶ
り
に
野
球

場
へ
。
観
客
、
選
手
の
熱

気
も
相
ま
っ
て
大
変
な
暑

さ
。
▼
先
月
号
で
決
意
し

た
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
。「
一

日
一
枚
い
い
写
真
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
精
進
に
励
ん

で
い
ま
す
が
、
思
う
様
に

撮
れ
ず
七
転
八
倒
。
　
よ

さ
く
て
も
強
い
花

「
な
で
し
こ
」
た
ち
の

活
躍
に
、
感
動
し
、
勇
気

づ
け
ら
れ
た
方
も
た
く
さ

ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
決
し
て
あ
き
ら
め

な
い
彼
女
た
ち
の
姿
に
、

日
本
は
ま
た
必
ず
立
ち
上

が
り
、
復
興
し
て
い
く
と

い
う
思
い
の
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
改
新
に
向
け
本
格
的
に

始
動
。
が
ん
ば
る
ぞ
。  

は

去 人の動き　7 月 1日現在（前月比）
人 口 36,419 人 （＋ 7人）
男 17,535 人 （＋ 4人）
女 18,884 人 （＋ 3人）

世帯数 13,172 戸 （＋ 14戸）

小

３
月
12
日
に
出
発

　
3
月
11
日
、
東
北
・
三
陸
沖

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
9.0
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
り
、
予
測
を
は
る
か
に

超
え
る
津
波
が
発
生
し
、
東
北・

関
東
地
方
の
沿
岸
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。

　
緊
急
消
防
援
助
隊
奈
良
県
隊

は
、
3
月
12
日
午
前
1
時
50
分

に
出
発
し
、
3
月
22
日
ま
で
活

動
に
従
事
し
ま
し
た
。
葛
城
市

消
防
本
部
か
ら
は
、
救
急
自
動

車
1
台
、
延
べ
9
名
の
救
急
隊

員
が
宮
城
県
亘わ

た
り理

郡
に
お
い
て

生
存
者
救
出
検
索
や
救
急
活
動

に
従
事
し
ま
し
た
。
　

震
災
「
直
後
」
の
姿

　
宮
城
県
亘
理
郡
は
、
亘
理
町

と
山
元
町
の
2
町
で
構
成
さ

れ
、
亘
理
郡
内
の
死
者
・
不
明

者
は
１
０
０
０
人
を
越
え
て
い

ま
し
た
。

　
道
路
は
亀
裂
や
凹
凸
が
激
し

く
、
海
岸
沿
い
は
家
屋
が
津
波

に
よ
り
流
さ
れ
崩
壊
し
が
れ
き

に
埋
も
れ
、
く
ぼ
地
は
海
水
が

溜
ま
り
浸
水
し
て
い
る
家
も
あ

り
、
想
像
を
絶
す
る
被
災
地
の

状
況
に
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
緊
急
消
防
援
助
隊
奈
良
県
隊

は
、
延
べ
３
０
１
人
の
隊
員
と

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
・
救
助
工

作
車
・
救
急
車
両
等
延
べ
88

台
を
出
動
さ
せ
、
亘
理
消
防
署

び
山
元
分
署
を
災
害
活
動
拠
点

に
、
JR
常
盤
線
浜
吉
田
駅
南
側

周
辺
の
生
存
者
救
出
検
索
活
動

や
亘
理
郡
内
の
救
急
活
動
等
に

従
事
し
ま
し
た
。

　
生
存
者
救
出
検
索
活
動
は
、

津
波
に
よ
り
被
災
し
た
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か

ら
の
放
射
線
量
に
注
意
を
し
な

が
ら
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
救
急
活
動
で
は
、
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
山
元
町
立
中
学
校

や
保
健
セ
ン
タ
ー
内
で
発
生
し

た
急
病
人
等
を
救
護
し
て
、
近

隣
の
病
院
へ
救
急
搬
送
し
ま
し

た
。

前月に続き、葛城市から被災地へ行き、活動した職員の紹介です。
今回は葛城市消防本部のみなさんに話を聞きました。

津波に覆われ水浸しになった場所に、生存者がいない
か探します。

全国から来た消防車や救急車が、町を駆け抜けていま
した。どこまでいってもがれきの山に、これが現実に起こった本当のことなのか、なかなか信じられませんでした。

避
難
所
で
は
　

　
避
難
所
で
は
多
く
の
方
が
避

難
さ
れ
て
お
り
、
足
の
踏
み
場

も
無
く
薄
暗
い
部
屋
で
、
風
呂
、

洗
面
、
ト
イ
レ
が
使
え
ず
、
衛

生
面
が
心
配
さ
れ
、
ま
た
、
食

事
も
十
分
で
な
い
状
態
で
生
活

さ
れ
て
お
り
、
感
染
病
等
の
病

気
の
蔓
延
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
持
参
し
た
非
常

用
飲
料
水
と
非
常
食
で
食
事
を

取
り
、
不
眠
不
休
の
活
動
で
し

た
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
思

う
と
、
身
体
の
芯
に
熱
い
も
の

を
感
じ
ま
し
た
。

　
援
助
活
動
を
終
え
被
災
地
を

離
れ
る
際
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

一
刻
も
早
く
復
旧
す
る
こ
と
を

願
い
、
ま
た
亘
理
地
区
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
の
職
員
の
皆

さ
ん
や
、
復
興
に
た
ず
さ
わ
っ

て
お
ら
れ
る
人
達
、
そ
し
て
何

よ
り
も
被
災
者
の
方
々
の
健
康

を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
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